高圧ねじり加工で作製したナノ構造TiNi合金の表面評価と生体適合性 by AWANG SHRI Dayangku Noorfazidah Binti
Surface Characterization and Biocompatibility
of Nanostructured TiNi Alloys Processed by
High-Pressure Torsion








 氏 名 （ 本 籍 地 ）            Dayangku Noorfazidah Binti AWANG SHRI（マレーシア） 
学 位 の 種 類            博 士 （ 工学 ） 
学 位 記 番 号         博 甲 第 7097 号 
学 位 授 与 年 月 日         平成２６年 ７月２５日 
学 位 授 与 の要 件         学位規則第４条第１項該当 
審 査 研 究 科         数理物質科学研究科 
学 位 論 文 題 目 
Surface Characterization and Biocompatibility of Nanostructured TiNi Alloys Processed by 
High-Pressure Torsion （高圧ねじり加工で作製したナノ構造 TiNi 合金の表面評価と生体適合
性） 
主 査         筑波大学教授   Ph.D.      土谷 浩一 
副 査         筑波大学教授   工学博士     目 義雄 
副 査         筑波大学准教授 博士（工学）  山本玲子      
副 査         筑波大学准教授 工学博士  金 熙榮 
 
 








である高圧ねじり加工（high-pressure torsion, 以下 HPT と記す）を適用し、それによる構造・組織変化と生体適
合性や耐食性、Ｎｉイオン溶出量の変化について詳細に調べた。 
 試料としてはTi-50.0mol%Ni, Ti-50.9mol%Niの２種類の組成の合金を用いた。これらの試料について、圧力 5 
GPa, アンビル回転速度 1 rpmで回転数（N）を 0.25回転, 0.5回転, 1回転, 5回転, 10回転と変化させて HPT
加工を施した。HPT 加工前後の構造変化はＸ線回折により調べた。また加工後の試料の硬さをマイクロビッカース














 これらの結果については HPT 加工による微細組織変化による試料表面の自然酸化膜の性状変化が影響してい
る可能性がある。そこで、細胞培養前後の試料について HPT 加工が自然酸化膜の組成と各元素の状態について
高分解ＸＰＳを用いて系統的に調べた。その結果、0.25 回転までの試料表面の酸化膜から得られるスペクトルには















 平成 26 年 6 月 18 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、著者に
論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって、合格と判定され
た。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
